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は良好て麻坤もなく,第4こi病ll呼吸器離脱.現在良好に

粗過している.

16)破裂性腹部大動脈癖 の手 術 経 験

入沢 敬左･中沢 聡
構沢 忠人･I;.'･松 il:.I I:･∴ 告

胸部大動脈癌22例中破裂性は6例 (1)7.3O｡いて.年令

は60-77才であった.発症は腹痛で始まり,診断は CT

換塵で行われた.低血圧を伴った症例は4例であり,発

症かt､･'手術までL')糾問は10時間かt▲)9lJ問で恭一_､た.育

併異常は上1例に存在 し.高血旺3例,IHl)1例,脳梗

塞 l例,肺気腫 1例,結腸切除 1例であ-､た.手術は原

則として腹部iF中切開下に癌切除,Y型人工血管移植術

を行-･,､た.術前低血圧与イT.-I.､た4例では高度の後腹膜血

腫 (3例).腸間膜血腫 (l例)があー-､た.術中出血巌

は 16CK卜… )mlて.手術時間は[1時間20分--7時間1()

分であー-,た.手術死亡は l_トit)を伴い,術中心停11二と左1-,

た 1例で.急惟心 ･腎 イこ全て死亡した.ltIl.6例の検討

か1､',fil･朋診断.早期手術か手術成績(ノ雄jLに不可欠で

あることを痛感 した(･r)で報告 し上.

17~)胸部外傷に伴 う心 木lflln損傷し')外科治癖

経験

了 ･∴ ': . I-‥ ･:･矢沢 II:/Bl
岡赤 十字病
恥じ､脳血管外

1986年より1989年までの4年間に.当村で経験 した,

胸部外傷に伴う心太血管榔 舞の7手術症例に--,き報苦す

ら.原榔 土交通事故4例.そLl)他の事故2例.自殺 1例

であった.受傷部位は.心臓が3例,胸部人動脈が4例

であ1た.施行手術は,心臓裂傷に対しては,7 !,L･卜

を用し､た縫合.1.上二乱,胸部大動脈損傷に対しては,代悶血

管を使用した再建術が封本であった.手術の補助手段と

しては,大腿動静脈を用いた部分体外循環を3例に.完

用 した. 7例中 1例を救命 し得た.受備後30日Flに待期

的に,解離性下行大動脈癌に対 し代用血管置換術を施行

した1例であり,術後経過も良好であー_)た.それu外の､

術前シコ･リ?状態にあー-,た緊急 手術症例は,迅速な手術

開始にもかかわLT)す.結果的には,MOFや DICで失っ

た.今後は.補助循環による速やかな術前状態の立て直

しをぼかるなど,さら綻迅速な対応をこ努めたい.

18)骨盤内臓器からの右菱腔療塞栓の 1例
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l岬Ll.( 同 仙人科)

(･'.L･L仁Lり先生tた血管内､7/-1滑筋腫 (intrIIVenOuS

leioml･･Omat(1Sis)が静脈内に浸潤 し,右心室まで発育 ･

到達 した縮む 1例を経験 し. 二相的FlJ手術により切除に成

功 したので報吾する.

症例は61歳 ･~女性で動博しL_労作時息切かを主訴に来院

し 塵密漁心断層検査で右房内藤慶を発見された.体外

術後をこ腹腔内膳器の精査を行なうと,子宮より発生 した

腫壕か左卵娘静脈 ･左腎静脈内を経て F大静脈l知こ連続

してい;Ll',LT)か判明LL 23日後に二回F汗)手術を行ない,

子宮付属器全摘術上期二左卵巣静脈を切除 し,左腎静脈

を切開 して 卜大静脈内の残存陣場を摘出 した.摘出 した

腫癌(･用~l穐学的に血管内平滑筋腫上診断された.

191両側性同時伸 輔多発癌Lr､13-T･･術例

中lh 健nl･広野 辻昔
小池 輝lり卜 小熊 文昭
吉谷 義雄 ･糠沢 和彦
注[｣ 昭治 で新潟大学第 二外科)

近年肺癌症例LT)増加に伴い肺冬発癌症例も多く経験 さ

れるようをこなってきたが,厳近我々は両側性同時性肺多

発癌3例を経験 した.症例 1は75才男性で石 S6の高

分化乳頭状腺癌と左 S5し叫 巧〉化腺管型腺癌,症例 2

は77才女性で右-S2Cr)bronchiolo-こ11＼･eolarcellcIlと

お S6の腺癌の組み合わせであった,症例 1と症例2

は術前に肺多発癌の診断がついており,症例 3は手術時

の迅速標本で診断がついた. 3例とも胸骨縦切開により

部分切除あるいは区域切除の Iimitedoperaitionを行--､

た.

肺 に 多発性の膝壕を認めた場合安易に肺内転移或は転

移性肺藤嶋と診断せ寸に肺阜発癌の可能性も考膚に入れ

て検査を進めるべきてある.


